それじゃ 今日は 例の 話 をい よいよ する ことにします 

かな。 罪 ほろぼし にもなります からね。 そうです。 罪 

ほろぼしです。 私の 若い 時の ね。 いや 艷 つぼい ことな 

んか 身に 覚えはありません から、 ァ テられ るなん て 事 

はありません よ。 それ は 罪 は 罪 だと 思います よ、 今で 

もね。 そうです、 もう 二十 年 も 昔に なりましょう か。 

なかの あさかわ ごリ よう 

先帝 陛下が 御 崩御に な つ て 中 野の 先の 浅 川に 御陵が 出 

来た 頃の 話なん です よ。 

その 当時 私 は W 大学へ 通って いました。 随分 若こう 

ござんし たよ。 今 見た いに こんなに デ クデク 肥つ ちゃ 

いません が、 中肉中背 という 奴で 頰っぺ たも 赤くて、 



桜の 蕾 かなん ぞ のように 少し ふくらんで いました よ。 

亡くなった 姉のお 友達に 電車の 中 なぞで 行き 合う と、 

むねお 

「宗 夫さん はい つ 見ても コドモ さんです わね え」 

と 懐し がられた ものです よ。 や あこん な 風な こと 

は 言わない 御 約束で したね。 これ は 失敬。 

其の ころ 私の 家 は 東 中 野に ありました。 中 野の 辺 を 

省線 電車で 通ります と、 淀 橋の 瓦斯 タンクより 右の 方 

力た t 

へ 三十 度ば かり 傾 いたと ころに こん もりとした 森が 

見えます が、 あの 森の 直ぐ 下でした。 御 承知の 通り 関 

東 一帯に 特有な 大きい 杉の 森でして、 近所で は 他の ど 

この 場所よりも 高い 梢 を 持って いまして、 遠方から 



醱酵 して 来た ものであった のです。 私の 考えで は 人間 

きょうはく 

が 脅迫 の 観念に 襲われる 場合に 其の 対象と なる もの 

は、 平常 其の 人間が ついう つかり 忘れて いたと か、 気 

をつ けて いなかつ たものに 偶然 注意が 向けられた 結果、 

急に 其の ものに 対する 注意が 鈍くな つて 遂に 一 つの 脅 

迫 観念が 萌ぇ 上って 行く のであって、 其の 対象と なる 

ものが 単純で、 且つ 至る ところに 存在して いるもの 程、 

脅迫 観念 を 加速度 的に 生長せ しめる ので はない かと 

思った のです。 いや 思 つ たど y J ろか 次の 瞬間に は 必ず 

そうに 違いない と 考えました。 そうなる とその 儘で は 

ほう 

抛って おけない ような 気がして、 早速 これ を 実験して 



ろの 三角形 をつ いうつ かり 忘れて いるか も 知れない と 

思いました。 それに 三角形の 現わす 奇異な 感情 は、 円 

よほど 

とか 五角形と かの あらわす ところと は 余程 趣き を 異に 

していて、 如何にも 我が 意 を 得た る 絶好の 対象 物 だと 

思った のでした。 

なんきんまめ 

私 は 小さい 頃から 南京豆の 入って いる あの 三角形の 

袋が 好きでした。 駄 菓子屋の 店先な どに 丸い^の 中に 

打ち 重ねて 盛り あげられた 南京豆の 三角形の 紙袋 を 見 

ると 買わずに は 通り過ぎ る ことが 出来ない 位でした。 

あの 下の 方へ 細つ そりと した 鋭角 は ノウ ノウと した 気 

分で いる 子供の 食慾 を 引きつけ ずに は 置かない のでし 



た。 鋭角と 子供の 食慾との 間に は 必ずや 或る 真理が 

横 わって いると 私 は 思って いたのです。 こんな 日頃 

の 感じが 今の 場合の ヒント を 与えて 呉れた のか も 知れ 

と かく 

ません。 兎に角 私 は 「三角形の 恐怖」 といった ような 

もの を 或る人 間に 抱かせて みょうと 決心した のです。 

そうなる と 此度は 試験 台になる 人間 を 見付けな けれ 

ばな りません。 それから と言う もの は 学校の 行き かえ 

りに 「三角形の 恐怖」 を 容易に ひきおこ しそうな 人物 

を 一生懸命で 物色した ものです。 十日 ほどの 辛抱の の 

と-つとう 

ち 私 は 頃合いの 犠牲者 を 到頭 見付ける ことが 出来 まし 

た。 これが 例の 細 田 弓 之 助と いう 人物です。 この 細 田 



氏の 名前が 弓 之 助で ある こと や、 其の 時 三十 三 歳で 

あった こと は、 後に 例の 新聞記事が 出た 時 始めて 知つ 

たような 訳なので した。 三十 三 歳と は 見えぬ 位、 細 田 

氏 は 私の 拝見した 当時から ふけ 込んで いました。 背 は 

高くて 後 を 向く と 肩が 寒そう にい かってい ました。 別 

に 寒い 日で もない のに 青い 顔に 黒い マスク を 懸けて、 

私と 同じように 中 野 駅に おずおずと 落 付かぬ 様子で 降 

ちょ-つど 

リ 立った の を 見付けた のが、 恰度 例の こと を 念じて か 

ら 十日 目でした。 

私 は 細 田 氏が 東 中 野 駅の 附近に 家 を 持って いて 呉れ 

れば よいと 思いました。 其の 人が 特に 其の 日 だけた ま 



たま 此の 駅に 降りた ので あったら、 其の 住居の 方へ 追 

いかけて 見ても あまり 遠い ところなら 私の 実験 を 行う 

上に 於て いろいろと 不便が 感ぜられ るに 違い ありませ 

ん でした。 が 幸に も 細 田 氏 は あの 駅 を 下りて 私の 方と 

は 反対の 側に 行った ところ なんです けれども 駅から 一 一 

丁ば かりのと ころに あ つ て 可成り 大きな 家 を 構えて 居 

りました。 これ は 段々 わかった 事です が、 細 田 氏 は 

と-つし ゆ 

当主の 次男であって、 当主 は 数年 前から ここに 居 を 構 

えて いられた のでした。 

私 はまず 此の 実験 を 行う に 当って 出来るだけ 細 田 氏 

の 行動 を 観察して 其の 性格 を 理解した いと 思いました。 



ちゆ-つちよ 

うこと が 判って いました ので、 私 は 躊躇す ると ころ 

なく 事 を 始めました。 

最初の 日 は 私 は わざわざ 下町で 買い求めて 来た 正 三 

かわせ いがまぐ ち 

角 形の 皮 製 蟇 口 を 犠牲に する ことにしました。 この 蟇 

口 を 細 田 氏の 歩む 道路 上に 捨てて置いて 拾わせようと 

いう 考えです。 私 は 其の 日 予定の 時間に 三角形の 蟇 口 

を 懐中に 忍ばせて 細 田 氏の 邸の 方へ 出向きました。 細 

かまえ あきち 

田 氏の 宏壮な 構 の 前に は 広い 空地が あって 其の 中 を 

一 本の 奇麗な 道が 三十 間 程 続いて その 向う に 小 ぢんま 

りと した 借家が 両側に 立ち並んで いました。 駅へ 出る 

に は、 細 田 氏 はどうして もこの 道 を 歩かねば なり ませ 



に 静かでした。 

それから 五分 程 過ぎた ので 私は路 次から 顔 を 出して 

_ つ 力 力 

窺います と、 細 田 氏の 姿 はもう ありませんでした。 

こお ど 

私 はすつ かり 計画が 当った のに 雀躍り しながら、 さり 

げ なく 蟇 ロを棄 てた ところに 近付いて みます と、 其の 

みぞ 

蟇 口 は 側の 溝の 中に 転って 居ました。 それ は 多分 ス 

テッキで 上から 押して 見て 何も 入って いないと 知る と 

さき はじ 

ステッキの 尖で この 溝へ 弾き 込んだ ものに ちがい あり 

ませんで した。 私 はと も 角 も 其の 蟇 口 を 拾い上げて 

、， ち は- p 

逸早く 其 場 を 立ちの くと 共に、 細 田 氏の 眼底に、 この 

毒々 しい 赤い 三角形が 刻み 込まれた こと を 信ぜずに は 



すなが そめい 

も、 私の 先輩に あたる 須永 助教授 を、 染 井の 家に 訪ぅ 

あさはん 

ために、 少し 遅い 朝飯 をし まう と、 東 中 野 駅の 方へ ブ 

ラ ブラと 歩いて 行きました。 あれで 三 四 丁 も ありま 

しょうか、 ク ネクネ とした 路を 通り 切って 其処 は 駅 ま 

で 一本道に なって いると ころまで 来ました とき、 見る 

ともなし に 向う を 見ます と、 一寸 始めは 気がつかな 

そう. ま う 

かった のです が、 相貌 こそ やつれ たれ 常に かわらぬ 

ヒョ 口 長い 細 田 弓 之 助 氏が こっちへ セカセ 力と 歩いて 

来る ではありません か。 私 は 今少しで 大きな 声を立て 

ると ころでした。 驚いた ことに 細 田 氏 はすつ かり 痩せ 

てし まって、 其の 顔は髯 こそす つて あるが 顔の 下に あ 



る 骨の かど かどが は つ きり 見える ほど 頰 は- j け 落ち、 

前よりも 三倍 も 大きくな つた かと 思われる 其の 眼 はい 

やに 血走って いました。 

私 は 相手が 既に 私 を 知ってい るか どうか を 考え まし 

た。 若し 細 田 氏が 邸の 前に 不審な 挙動 をして 徘徊す る 

私 を 窓越しに でも 見覚えて いるもの とすれば、 私が 彼 

に 近付いた とき 大きな 声で も 立てられて 「この 学生 は 

曲者 だから、 ふん 縛れ！」 などと 喚かれで もしょう も 

のなら 大変 だから、 逃げた 方が よいと 思いました。 そ 

うで 無くて 細 田 氏が 私 を 例の 三角形 事件と 結び 合わし 

て 承知して いないの なら、 私 は 平然と 狂犬の 如き 氏の 



が 私 宛に 参りました。 これ を 母が いぶかし そうに 二階 

の 私の 部屋に 持ち こんで 来たと き は、 思わず ハツと し 

ました。 多分 どこから かの 脅迫状で もあろう と 思い ま 

したが、 たった 一 人生き 残った 母親へ 心配 を 懸けた く 

ない と 思った ので、 それ は そそっかしい 親友 A —— の 

筆蹟に ちがいな いと 話して 安心 を させました。 

母が 階下へ 降りてから、 早速 こわごわ 封 を 切って 見 

ますと、 中には 用 養が 四 五 枚 綴じた 手紙が 出て 来 まし 

た。 それ は 随分と 乱暴な 筆蹟で 書きなぐって ありまし 

たが、 文章の 最後に は 差出人の 名前が ちゃんと 出て い 

るではありません か。 それに 驚いた こと は、 この 差 出 



身体 はやせる 一方 だ。 私 は 此の 年まで 結婚 は 遂に 

しなかった。 いや これに も 時 子の 呪いが 被って い 

るの かも 知れない。 

ところが 先月の 事 だ。 私 は 家の 前で つづけさ ま 

に 三日間、 もの こそ かわれ デルタに ちがいなき 三 

角 形の さまざまな もの を 見出さねば ならなかった _ 

私 は 時 子の 呪いの 総勘定 日が 近づいた こと を 知つ 

た。 いや 其の上に それから という もの は 時 子の 顔 

が 窓の 外に あらわれたり いろいろと 変な ことば か 

りが 重った。 時 子の 顔と 思った の は、 その 弟で 

ある 君の 顔 だとい う 事に 鱸て 気がついた。 しかし 



殺した ことになる のです。 つまり 私の 立てた 説が 本当 

に 物凄い 価値 を 現わした ことになるので すね。 

あの 手紙です か。 あれ は あの 晚 尋ねて 行った 須永先 

生が、 私の こと を 大変 心配して、 どうにかして 若い 身 

空の 私に 元 気をつけさせようと 思って、 大 いそぎで あ 

の 手紙 を 創作した のじ やない かと 思って います。 

それに 一 つ 根拠の ある こと は、 母の 話に よると、 実 

は 姉の 生きて いた 頃、 姉 は 大変 須 永さん を 褒めて いて、 

なみだ 

誰かが 悪口 を 言う としまい に は 泪 を 出して 泣いた 位 

だとい う 事です。 あの 手紙の 中に ある 細 田 氏の ことと 

いうの は 実は 須永 さんの^ 作に して、 且つ 須 永さん 自 



身の 体験の 一 部 を 漏して あつたの ではない かと 思う の 

です。 遺憾な ことに 須 永さん も それから 数年 後、 英国 

へ 留学して 、 あの 地で 奇妙な バ ク テリアに 取 憑れ て 亡 

くな つたので、 そんな 事に 気がついた ときにはもう 事 

実を須 永さん から 聴きた だす こと も 出来 なくなつ てい 

ました。 

そうなる と 私 は 罪 を 背負わねば ならぬ ことにな り ま 

すが、 そんな 事 はどうで もよ いという 気がして います- 

い や 貴方が 今 御覧 の 通り、 これで 体重が 十九 貫 ありま 

しごく のんき あんか 

してね、 至極 呑気に 生きて います。 昔の ような 安価な 

センチ メンタ リズムに 陥る に は、 今のところ 余りに 
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